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鹿
部
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
が
、
１

月
２
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
本
団
長
以
下　

名
の
団

７０

員
と
出
来
澗
婦
人
消
防
隊
９
名
、
来
賓

　

名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
新
春
に

２４「
今
年
一
年
の
無
火
災
」
を
誓
い
あ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
活
動
に
永
年

勤
続
し
功
労
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）
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第
一
分
団
元
分
団
長　
　

佐
々
木　

昭

第
三
分
団
元
班
長　
　
　

熊
川　

一
光
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�
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第
三
分
団
分
団
長　
　
　

盛
田　

武
一

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

熊
川　

英
行

�
�
�
�
�
�
�

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

坂
本　

新
一

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

吉
田　

雅
之

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

中
村
健
太
郎

�
�
�
�
�
�

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

若
山　

直
也

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

熊
川　

英
行
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第
二
分
団
分
団
長　
　
　

高
本　

吉
弘

�
�
�
�
�
�
�

第
三
分
団
副
分
団
長　
　

熊
川　

英
行

�
�
�
�
�
�
�
　

第
二
分
団
班
長　
　
　
　

中
村
健
太
郎
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本
団
班
長　
　
　
　
　
　

田
中
由
美
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

成
田　

信
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

伊
藤
百
合
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

松
本　

紀
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

工
藤　

友
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

中
村
喜
美
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

関
谷　

晶
子

本
団
団
員　
　
　
　
　
　

川
原　

綾
子

第
二
分
団
団
員　
　
　
　

若
山　

直
也

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

第
一
分
団
班
長　
　
　
　

松
崎　

伸
康

第
四
分
団
班
長　
　
　
　

山
内　

秀
樹
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�
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第
二
分
団
班
長　
　
　
　

吉
田　

雅
之

第
三
分
団
班
長　
　
　
　

中
山　

克
己

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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　平成１９年度鹿部町教育委員会表彰式が、１２月５日（水）、中央公民館において開催されました。

　この表彰は、当町における学校教育・社会教育の発展に寄与された功績顕著な方に贈られるもので、本

年度は次の方々が受賞されました。

　渡島リハビリテーションセンター

介護員として勤務し、身体障害者療

護施設において入所者の指導訓練や

生活援助にあたり、勤務態度も良好

で多くの方からの信望も厚く、福祉

施設にふさわしい職員であり他の模

範となっている。

�������	
�����

�������������	
よしざき ゆ か

�������	
����
　１月７日、中央公民館において、幼児・小学生までが参加し、書初め大会が開

催されました。

　年々参加者が減る中、参加された１２名の子ども達は、今年１年の決意を込め大

筆を使って「かどまつ」「つよい子」「明るい心」「正月七草」などの学年別の課題

を書き上げ、一番出来の良い作品を選び提出いたしました。
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

９
月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

１０

た
も
の
で
す
。
内
容
は
、
９
月

７
日
の
台
風
９
号
に
お
い
て
、

町
内
の
河
川
、
道
路
や
側
溝
で

災
害
が
発
生
し
た
た
め
、
急
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
土
砂
の
撤

去
等
を
実
施
す
る
た
め
、
道
路

橋
梁
災
害
復
旧
費
の
修
繕
料
１

百　

万
円
を
追
加
措
置
し
た
も

５０
の
が
主
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は　

億
５
百　

万
３
千

２５

７８

円
と
な
り
ま
し
た
。
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

　

月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

１１

１９

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
中
央
公
民
館
表
面

の
壁
の
レ
リ
ー
フ
が
劣
化
に
よ

り
崩
落
し
、
ま
た
公
民
館
前
の

水
銀
灯
が
腐
食
に
よ
り
漏
電
を

起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
公
民
館

を
利
用
す
る
方
々
の
安
全
性
を

考
慮
し
公
民
館
費
の
修
繕
料　
６８

万
３
千
円
を
追
加
措
置
し
た
も

の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は　

億
６
百　

万
６
千

２５

４６

円
と
な
り
ま
し
た
。
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内
容
は
、
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

育
児
を
行
う
職
員
の
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
を
両
立
す
る
た
め

の
環
境
整
備
と
し
て
、
そ
の
小

学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま

で
の
子
を
養
育
す
る
た
め
の
育

児
短
時
間
勤
務
の
制
度
を
設
け

た
こ
と
に
伴
い
、
鹿
部
町
職
員

等
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
が

主
な
も
の
で
す
。
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内
容
は
、
特
別
職
の
期
末
手

当
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
期

末
勤
勉
手
当
の
支
給
率
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
平
成　

年
度
の

１９

人
事
院
勧
告
に
伴
い
今
回
の
引

き
上
げ
分
０
。
０
５
月
分
を
６

月
と　

月
に
０
。
０
２
５
月
を

１２

配
分
し
引
き
上
げ
す
る
も
の
で

す
。
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鹿
部
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
と
同
様
の
措

置
を
、
本
条
例
の
対
象
と
な
る

教
育
長
に
も
適
用
す
る
も
の
で

す
。
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人
事
院
勧
告
に
よ
り
国
家
公

務
員
の
給
与
改
正
に
準
じ
て
改

正
す
る
も
の
で
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・　

代
を
中
心
と
し
た
若
年
層

２０の
基
本
給
を
月
額
平
均
で
、

０
。
３
５
％
ア
ッ
プ
、
給
料

表
で
は
１
級
か
ら
３
級
ま
で
。

・
扶
養
手
当
で
現
行
６
、
０
０

０
円
を
５
０
０
円
ア
ッ
プ
し

６
、
５
０
０
円
に
改
定
。

・
期
末
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給

月
数
を
現
行
４
。
４
５
ヵ
月

か
ら
０
。
０
５
ヵ
月
ア
ッ
プ

し
て
４
。
５
ヵ
月
と
す
る
改

定
。
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内
容
は
、
平
成　

年
度
に
お

１８

い
て
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ

り
、
税
源
移
譲
が
実
施
さ
れ
、

平
成　

年
１
月
分
よ
り
所
得
税

１９

が
減
額
と
な
っ
た
一
方
で
、
課

税
対
象
者
の
殆
ど
の
方
が
同
年

６
月
分
よ
り
住
民
税
（
町
道
民

税
）
が
増
え
、
現
行
の
、
鹿
部

町
税
条
例
条
で
は
「
個
人
の
町

民
税
及
び
固
定
資
産
税
の
納

期
」
が
、
３
期
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
１
期
あ
た
り
の
納

税
額
の
軽
減
と
納
期
内
完
納
の

推
進
及
び
滞
納
の
防
止
を
図
る

た
め
、
こ
れ
を
４
期
と
す
る
も

の
で
す
。
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国
土
交
通
省
か
ら
本
法
の
福

祉
有
償
運
送
の
取
扱
に
つ
い
て

の
運
営
協
議
会
に
関
す
る
考
え

方
が
各
項
目
に
亘
っ
て
提
示
さ

れ
、
当
初
、
条
例
制
定
で
の
対

応
と
し
た
従
来
か
ら
の
指
導
を

実
施
要
綱
で
の
措
置
対
応
が
可

能
で
あ
る
と
し
た
モ
デ
ル
要
綱

を
示
し
て
の
指
導
通
達
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
本
条
例
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。
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防
災
行
政
無
線
を
従
来
の
ア

ナ
ロ
グ
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
式
へ

の
更
新
に
当
た
っ
て
総
合
体
育

館
に
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
遠

隔
制
御
局
を
廃
止
し
た
こ
と
に

伴
い
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
百
１

万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額　

億
１
千
４
百　

万
９
千
円

２５

４７

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
原
油
価
格
の
高
騰

に
伴
う
燃
料
費
の
補
正
額
で
２

百　

万
１
千
円
の
追
加
、
嘱
託

２８
職
員
の
賃
金
及
び
共
済
費
で
１

百　

万
４
千
円
の
追
加
、
役
場

７１
庁
舎
内
サ
ー
バ
ー
室
の
空
調
設

備
改
修
工
事
で
１
百
８
万
２
千

円
の
追
加
、
中
学
校
教
室
の
黒

板
修
繕
料
で　

万
５
千
円
の
追

９９

加
が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
１

百
７
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
８
億
３
千
５
百　

万
円

６８

と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
退
職
被
保
険
者
等

療
養
給
付
費
（
医
療
費
）
１
千

９
百　

万
５
千
円
の
追
加
が
主

２０

な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
５

百　

万
４
千
円
を
追
加
し
、
予

３４
算
総
額
５
億
１
千
５
百　

万
８

３４

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
度
の
老

１８

人
医
療
給
付
費
の
精
算
に
よ
る
、

国
、
道
、
町
一
般
会
計
へ
の
返

還
金
１
千
２
百　

万
４
千
円
の

６１

追
加
が
主
な
も
の
で
す
。
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収
益
的
支
出
を
１
百　

万
７

５２

千
円
減
額
し
、
予
算
総
額
９
千

８
百　

万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

１８

　

内
容
は
、
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
、
給
与
改
定
及
び
休
職
し

て
い
る
職
員
の
給
与
の
調
整
で

１
百
１
千
円
を
減
額
し
た
も
の

が
主
な
も
の
で
す
。

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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鹿
部
町
の
観
光
と
将
来
展
望

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
は
漁
業
で

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
古

く
か
ら
温
泉
の
街
と
し
て
も
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
に
は
、
地
域
活
性

１１

化
と
観
光
の
目
玉
と
し
て
「
し

か
べ
間
歇
泉
公
園
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
現
在
は
観
光
客
の

入
込
み
は
大
き
く
減
少
傾
向
に

あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

間
歇
公
園
の
入
園
者
数
の
増
加

を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
国
に

お
い
て
は
観
光
立
国
を
掲
げ
、

北
海
道
に
お
い
て
も
、
観
光
は

重
要
な
産
業
と
位
置
付
け
、
国
、

地
方
と
も
に
観
光
産
業
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
町
長
は
観
光
に
つ
い
て
今

後
ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
か
お
伺
い
致
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
佐
藤
議
員
の
一

般
質
問
に
つ
い
て
お
答
え
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
観
光
客
の
減
少

と
今
後
の
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、

鹿
部
町
全
体
と
し
て
の
入
込
客

は
、
平
成　

年
度
の
約　

万
人

１３

３８

を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
て
お

り
、
平
成　

年
度
に
は
約　

万

１８

２５

人
と　

％
あ
ま
り
減
少
し
て
お

３５

り
ま
す
。
特
に
、
間
歇
泉
公
園

の
入
園
者
数
は
、
ご
指
摘
の
と

お
り
、
平
成　

年
４
月　

日
開

１１

２０

園
し
た
、
当
初
は
、
９
１
、
９

３
１
人
の
入
園
者
数
が
あ
り
ま

し
た
が
、
翌
年
の　

年
度
に
は

１２

６
２
、
４
５
８
人
と
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
と
の
連
携
、
更
に
は

Ｐ
Ｒ
効
果
も
表
れ
、　

年
度
か

１４

ら　

年
度
ま
で
は
、
８
万
人
以

１６
上
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

　

年
度
よ
り
減
少
傾
向
と
な
り
、

１７
　

年
度
実
績
に
お
い
て
は
、
６

１８５
、
０
４
０
人
、　

年　

月
末

１９

１１

現
在
で
は
４
６
、
５
４
８
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
道
南
地
方
、
函
館

市
も
含
め
て
大
変
苦
戦
を
し
て

い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

減
少
の
要
因
に
つ
き
ま
し
て

は
、
種
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
が
、
北
海
道
で
は
旭
山
動
物

園
、
富
良
野
周
辺
、
そ
し
て
知

床
へ
観
光
客
が
流
れ
て
い
る
も

の
と
推
察
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

私
と
致
し
ま
し
て
も
憂
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、

間
歇
泉
公
園
の
入
園
者
に
限
ら

ず
、
鹿
部
町
観
光
全
般
に
わ
た

り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用

す
べ
く
予
算
も
計
上
し
執
行
し

て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
効
果
が
現
実
的
に
見
え

て
こ
な
い
と
言
う
の
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。

　

間
歇
泉
公
園
は
、
開
園
後
８

年
を
経
過
し
た
施
設
で
も
あ
り
、

も
う
一
度
初
心
に
戻
り
、
間
歇

泉
公
園
の
存
在
を
根
気
強
く
Ｐ

Ｒ
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
た
、
そ
の
手
法
に
つ
き
ま
し

て
も
、
関
係
団
体
と
の
協
議
も

行
い
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

次
に
、
観
光
に
つ
い
て
の
展

望
で
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
は

さ
ら
な
る
観
光
客
の
増
加
が
見

込
め
る
地
域
と
私
は
思
っ
て
お

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
道
南
地
域
で
あ
り
ま

す
が
、
五
稜
郭
タ
ワ
ー
の
新
設

や
、
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
の
最
高

速
フ
ェ
リ
ー
「
レ
ラ
」
の
就
航
、

更
に
は
、
今
後
北
海
道
新
幹
線

の
新
函
館
駅
ま
で
の
開
通
に
よ

り
、
道
南
観
光
は
発
展
性
が
大

い
に
あ
る
な
と
思
っ
て
お
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
鹿
部
町
を
考
え
た
場

合
で
あ
り
ま
す
が
、
道
南
の
中

の
鹿
部
町
の
魅
力
に
つ
い
て
、

現
在
や
は
り
再
考
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
と

思
っ
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
間
歇
泉
公
園

に
再
び
訪
れ
る
た
め
の
更
な
る

施
設
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
、

と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
観
光
は
、
当
町
に

と
っ
て
水
産
関
連
に
次
ぐ
産
業

と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
第
４

次
総
合
計
画
の
中
で
連
携
観
光

を
目
指
し
、
他
産
業
と
の
結
び

���������������������
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つ
け
を
模
索
し
て
お
り
、
庁
舎

内
に
お
い
て
推
進
体
制
を
取
ら

せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
し
、
関
係
団
体
と
の
協
議
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

又
、
現
在
進
行
中
の
鹿
部
バ

イ
パ
ス
整
備
と
の
関
連
性
も
視

野
に
入
れ
て
メ
イ
ン
の
間
歇
泉

公
園
を
は
じ
め
と
し
、
鹿
部
公

園
、
ひ
ょ
う
た
ん
沼
公
園
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
漁
港
、
温

泉
も
含
め
、
ま
た
、
他
市
町
と

の
一
体
化
し
た
広
域
的
な
観
光
、

そ
し
て
、
食
・
自
然
も
再
確
認

し
な
が
ら
「
漁
業
の
町
鹿
部
ら

し
い
」
観
光
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
答
弁
で
、
大
方
理
解
し

ま
し
た
が
具
体
的
に
お
聞
き
し

た
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
は
先
に
町
で

購
入
し
た
間
歇
泉
公
園
山
側
の

土
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
間
歇
泉
公
園
に
隣
接

す
る
旧
塩
田
が
あ
っ
た
土
地
を

購
入
す
る
計
画
が
あ
り
ま
し
た

が
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
議
員

全
員
協
議
会
で
課
題
と
さ
れ
て

い
た
間
歇
泉
を
ド
ー
ム
型
に
す

る
改
修
計
画
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
町
と
し

「
鹿
部
町
の
温
泉
」
を
ど
の
よ

う
に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
町
長
の
考

え
方
を
お
伺
い
し
た
い
。

　

最
初
に
、
今
回
購
入
し
た
土

地
に
関
す
る
ご
質
問
で
す
が
広

大
で
景
観
が
す
ば
ら
し
い
と
言

う
こ
と
で
色
々
な
活
用
方
法
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

下
側
に
は
間
歇
泉
公
園
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
と
一
体
的

な
施
設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎

内
で
も
検
討
を
始
め
て
お
り
ま

す
し
、
観
光
協
会
や
商
工
会
と

も
協
議
を
開
始
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
そ
の
議
論
を
加
え
な
が

ら
計
画
を
出
来
る
だ
け
早
く
進

め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

次
に
間
歇
泉
公
園
に
隣
接
す

る
土
地
の
買
収
計
画
で
す
が
、

現
在
、
利
用
さ
れ
て
い
る
方
が

お
り
ま
す
の
で
、
私
共
が
購
入

す
る
に
は
地
主
と
使
用
さ
れ
て

い
る
方
と
の
話
し
合
い
が
な
さ

れ
て
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
主
と
現
在
利
用

し
て
い
る
方
と
の
話
し
合
い
が

中
々
進
展
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
当
面
は
静
観
し
て
い
る
と

言
う
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

間
歇
泉
の
ド
ー
ム
型
構
想
で

あ
り
ま
す
が
設
計
者
と
調
査
し

て
お
り
ま
し
て
ド
ー
ム
型
に
す

る
か
別
の
型
が
あ
る
か
色
々
検

討
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
度
内

の
２
月
末
ま
で
に
結
論
を
出
し
、

そ
の
報
告
を
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
後
に
「
鹿
部
町
の
温
泉
」

の
Ｐ
Ｒ
方
法
で
す
が
来
年
度
予

算
の
部
分
で
そ
の
辺
を
配
慮
し

観
光
協
会
や
様
々
な
団
体
と
検

討
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
を
戴
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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鹿
部
町
水
道
事
業
会
計
の
運

営
状
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日

１９

１１

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

提
出
の
あ
っ
た
資
料
に
基
づ
き
、

質
疑
を
行
っ
た
。

�
�
�
�
�

　

鹿
部
町
の
水
道
は
、
昭
和　
２８

年　

月
に
創
設
さ
れ
鹿
部
川
を

１２
水
源
と
し
て
取
水
し
簡
易
ろ
過

方
式
に
よ
り
水
道
水
の
供
給
を

行
な
っ
て
い
る
。

　

行
政
区
域
内
人
口
４
、
７
８

５
人
（
平
成　

年
３
月　

日
現

１９

３１

在
）
に
対
し
、
給
水
人
口
は
４
、

７
５
２
人
と
な
っ
て
お
り
普
及

率
は
９
９
。
３
％
で
あ
る
。

　

浄
水
施
設
の
１
日
の
配
水
能

力
は
３
、
３
０
０�
の
処
理
能

力
を
有
し
、
平
成　

年
度
に
お

１８

け
る
年
間
の
総
配
水
量
は
９
３

４
、
０
０
０�
を
配
水
し
て
お

り
１�
当
た
り
の
給
水
原
価
は

１
３
２
。
７
２
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
で
は
、

１８

営
業
収
益
が
１
億
５
百　

万
５

９８

千
円
、
経
常
費
用
が
８
千
６
百

　

万
１
千
円
と
な
り
経
常
収
益

７４か
ら
経
常
費
用
を
差
引
き
１
千

９
百　

万
６
千
円
の
純
利
益
を

３１

得
て
い
る
。

　

企
業
債
の
償
還
は
元
金
と
利

息
を
含
め
５
千
８
百
６
万
３
千

円
を
返
済
し
お
り　

年
度
末
の

１８

起
債
残
高
は
６
億
８
千
３
百　
２５

万
５
千
円
と
な
り
、
平
成　

年
３７

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

今
後
の
改
良
事
業
計
画
で
あ

る
が
、
今
年
度
か
ら
３
ヵ
年
で

シ
シ
ペ
地
区
の
配
水
管
布
設
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
３
千

６
百　

万
４
千
円
の
事
業
費
を

４２

見
込
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
は

補
助
対
象
外
の
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
自
己
資
金
で
賄
う
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

渡
島
管
内
に
お
け
る
料
金
比

較
で
は
、
一
般
家
庭
の
家
事
用

を　
�
使
用
し
た
場
合
、
当
町

１０
は　

町
中
７
番
目
で
管
内
平
均

１１
の
１
、
６
６
９
円
を
下
回
る
１
、

５
０
０
円
の
低
料
金
と
な
っ
て

い
る
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
問
題

は
生
じ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
水
道
事
業
の
使
命
は

住
民
に
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
美

味
し
い
水
を
供
給
す
る
こ
と
が

事
業
の
趣
旨
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

水
質
管
理
及
び
事
業
運
営
に
万

全
を
期
す
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

�������	
�����
�����
　委員長　竹ヶ原　公勝、副委員長　浦　梅吉
　委員　伊藤　辰男、委員　千葉　光義、委員　吉　英樹
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鹿
部
町
介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
の
現
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月
１
日

１９

１１

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

資
料
に
基
づ
き
、
質
疑
を
行
っ

た
。

�
�
�
�
�

　

介
護
保
険
制
度
は
、
家
族
の

負
担
を
軽
減
し
、
介
護
を
社
会

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
創
設
さ

れ
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１２

開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成

　

年　

月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス

１７

１０

利
用
者
負
担
の
見
直
し
が
実
施

さ
れ
、
更
に
平
成　

年
４
月
１

１８

日
か
ら
制
度
全
般
に
つ
い
て
大

幅
な
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
こ

れ
ま
で
の
介
護
予
防
を
見
直
し
、

要
介
護
状
態
の
重
度
化
の
防
止

及
び
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
た
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
昨
年　
１０

月
１
日
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢
者
や

家
族
の
総
合
相
談
、
虐
待
の
防

止
、
早
期
の
介
護
予
防
な
ど
の

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

介
護
保
険
は
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
が
運
営
主
体
と
な
り
市

町
村
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る　

歳
以
上
の
方
が
１
号
被

６５

保
険
者
で
介
護
保
険
料
を
市
町

村
に
納
め
、　

歳
か
ら　

歳
ま

４０

６４

で
の
方
が
２
号
被
保
険
者
と
な

り
、
医
療
保
険
料
と
一
緒
に
介

護
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

当
町
に
お
け
る
１
号
被
保
険

者
の
介
護
保
険
料
は
一
般
世
帯

で
月
額
３
、
５
０
０
円
と
な
っ

て
お
り
、
全
国
平
均
の
４
、
０

５
０
円
を
下
回
っ
て
い
る
。

　

介
護
や
支
援
が
必
要
な
状
態

と
な
っ
た
と
き
は
、
市
町
村

（
保
険
者
）
に
要
介
護
認
定
の

申
請
を
し
、
認
定
さ
れ
た
要
介

護
度
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

限
度
額
の
範
囲
内
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し　

歳
未
満
の
場
合
は
特
定

６５

疾
病
に
該
当
し
な
け
れ
ば
、
給

付
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
要
支
援
１
〜

２
の
場
合
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
、
要
介
護
１
〜
５
の

場
合
は
、
在
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
依
頼
し
無
料
で
「
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
」
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
介
護
（
予
防
）
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担
は
、
原
則

１
割
負
担
と
な
っ
て
い
る
が
、

食
費
・
住
居
費
な
ど
日
常
生
活

費
の
負
担
は
別
途
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

平
成　

年
度
末
の
当
町
に
お

１８

け
る
介
護
認
定
者
の
状
況
で
あ

る
が
、
要
支
援
１
〜
２
が　

名
、

２３

要
介
護
１
〜
５
が
１
１
０
名
で

全
体
で
は
１
３
３
名
が
介
護

（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
お
り
、
人
口
に
対
す
る
認
定

率
は　

。
９
％
で
あ
る
。

１１

　

ま
た
、
給
付
の
状
況
は
、
主

な
も
の
で
介
護
給
付
（
要
介
護

者
）
に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

３
１
、
４
４
６
、
８
６
４
円
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
１
０
４
、

９
８
５
、
５
１
１
円
、
予
防
給

付
（
要
支
援
者
）
に
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
１
、
３
７
６
、
１

４
５
円
が
給
付
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
に
お
い

１８

て
は
、
歳
入
２
億
４
百　

万
１

７２

千
円
に
対
し
歳
出
１
億
８
千
３

百　

万
円
で
歳
入
歳
出
差
引
き

３８
２
千
１
百　

万
３
千
円
の
実
質

６８

収
益
と
な
り
、
う
ち
介
護
保
険

給
付
費
準
備
基
金
に
１
千
５
百

万
円
を
積
立
し
、
残
り
の
６
百

　

万
３
千
円
が
翌
年
度
に
繰
越

６８さ
れ
て
い
る
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
ら
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
介
護

保
険
適
用
の
療
養
病
床
が
今
後
、

廃
止
さ
れ
、
行
き
場
の
な
い
介

護
難
民
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、
当
町
を
初
め
全
国
的

に
高
齢
化
が
進
展
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
に

お
い
て
町
内
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
町
外
に
入
所
し
て
い

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
介
護（
予
防
）サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
町

内
に
所
在
す
る
福
祉
施
設
及
び

医
療
機
関
と
一
層
の
協
力
・
連

携
を
図
り
、
早
期
に
民
間
等
に

よ
る
施
設
を
整
備
さ
れ
る
こ
と

を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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　委員長　佐藤　頼幸、副委員長　中川　一
　委員　盛田　鐵次、委員　小林　勲、委員　野田　重毅
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　健康への関心は、高まっているにもかかわらず、生活習慣病は増えています。いまや死亡原因の
約６割を生活習慣病が占め、医療費に占める生活習慣病の割合も、国民医療費の約３分の１にもな
っています。この生活習慣病の発病に大きく影響しているのがメタボリックシンドロームです。
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　　運動不足、食べすぎ、喫煙など不健康な生活習慣により、
皮下脂肪ではなく内臓のまわりに脂肪のついた「内蔵脂肪
型肥満」に、「高血圧、脂質異常、高血糖」といった危険因
子が２つ以上ある状態をメタボリックシンドロームといい
ます。この状態は、動脈硬化を急速に進行させます。
　　
��������	
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　　　　　食事を抜いたり、間隔があきすぎるとエネルギー
をためこもうとして太りやすいからだになってしま
います。
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　　　　　脳が満腹と感じるまでの時間は、食べ始めてから
約２０分です。
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　　　　　脂身の多い肉は避け、揚げ物の衣は残しましょう。ノンオイルのドレッシングを選び、
牛乳は低脂肪乳を利用しましょう。
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　　　　　食物繊維は空腹感を満たすばかりか、血糖値の上昇を抑える効果があります。炭水化物
や脂肪分の吸収も抑制してくれます。

��������	
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　　　　　食べてすぐ寝てしまっては、脂肪分を体にためこむだけになります。
��������	
�

　　　　　エネルギーが低いわりに、カサがあり吸収もいい味噌汁やスープを先に食べて満腹感を
与えれば、自然に食事の量も抑えられます。
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生活習慣病のおおもととなるメタボリックシンドロームの疑いのある人や予備軍となる割合
が高いとされる４０歳から７４歳までの人を対象に、早期発見・改善をしてもらうため平成２０年
４月から、これまでの基本健診に変わり、特定健診と特定保健指導がはじまります。
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　今月は野菜をたくさん使ったビビンバを紹介します。
　野菜には生活習慣病予防に不可欠なビタミン、ミネラル、食物繊維などが豊富に含まれており、１日
に３５０～４００ｇの野菜摂取が必要と言われています。また、緑黄色野菜と淡色野菜の割合は１：２の比率
で、緑黄色野菜を１２０～１６０ｇ、淡色野菜を２４０～２８０ｇを目標に摂取しましょう。
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　　①もやしは、ひげ根を取り塩ゆでする。
　　②ホーレン草は、塩少量を加えたたっぷりの湯で色よくゆでて水に取り、水気を

絞って３�位に切りＡであえる。
　　③大根・人参は、千切りにし、塩をふりしんなりしたら絞ってＢと混ぜる。
　　④牛肉は細千切りにしＣであえ、汁気がなくなるまで炒り煮にする。
　　⑤ご飯を大きめの丼に盛り、ゴマ油を２～３滴たらして、①～④の具と錦糸玉子

（又は卵黄）を彩りよく乗せ、コチュジャンを好みで入れて混ぜたらいただき
ます。

　　＊サラダ油で昆布を素あげし、ビビンバにふりかけてもよい。

�������
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１９１．４かじか５０２，１３２３，７９１．１すけそ
５１０．１平目１８，４０５２５．９たこ

６，４９８１７．１はたはた６４６２．５さけ
７，８８８１０．６うに３０．１ます
１０．１さば１４，７３５１３３．３いか
４３１４．２たら３，１４２４．４かれい
１３０．１きんきん８３，２１５３０．１なまこ
１６０．３つぶ４０．１油子

１１，１２１３７．０ほたて６１０．６黒そい
７１８６．３その他魚類１６２２．１ほっけ

６４９，２６９４，０６７．５合計８０．１がや
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　　　　　　　　※幼児については、割引前と同様に無料です。
　　　　　　　　※町民に同伴された町外者（親戚・親友等）も同等の扱いとなります。
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　北海道教育委員会では、子どもたちがはつらつとした毎日を送ることができるよう、「朝食をとらず
に登校する子をゼロに」を目標に掲げ、学校・家庭・地域と連携した「早寝早起き朝ごはん」運動を
展開し、子どもたちの生活リズムの向上に取り組んでいます。
　「早ね　早おき　朝ごはん」など、子どもの望ましい基本的生活
習慣を育成することは、子どもの健全な心身の発達に欠かせません。
夜ふかしや、朝ごはんを食べない生活は、学校の授業への集中力や
体力、気力に悪影響を及ぼします。ぜひ、今日からはじめませんか。

出典：日本体育・学校健康センター「児童生徒の食生活等実態調査」より一部抜粋
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窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

２１件１件３件６件２４件町　内

�������	
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物損事故傷者数死者数発生件数

７５件０人０人０件町　内
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　北海道警察では、地域のみなさんのご協力により、３年連続で全国ワーストワン回避を達成することが
できました。
　今年も全国ワーストワン回避に向け、より一層の努力をしますが、全国ワーストワン回避は、地域のみ
なさんのご協力が不可欠です。今後もご協力お願いします。
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１２月に観測された駒ケ岳の状況についてお知らせします。
������昭和４年火口の噴煙の高さは火口縁上５０ｍ以下で推移し、噴煙活動は静穏な状況が続いています。
������山頂部の剣ヶ峯東で微小な地震が１回観測されたのみで、地震活動は低調に経過しました。
　　　　　　火山性微動は観測されませんでした。
������ＧＰＳ連続観測では、季節変動の影響も見られますが、わずかな山体膨張を示す基線長の伸びの

傾向が引き続き認められています。
��������	
�

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。
　　ＵＲＬ：�����������	
�������
������

１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

１３２１４３０２１４１２剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

００１０１１０００１００観測点Ａ地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

００００００００００００観測点Ａ微動回数
（赤井川登山道６合目附近）
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　いわゆる恩給欠格者、戦後強制抑留者、外地等からの引揚者の「ご本人」に、慰藉の念を表すた

め、内閣総理大臣名の『特別慰労品』を贈呈します。

　過去に内閣総理大臣名の書状等を受けた方、書状を受ける資格があったにもかかわらず、請求さ

れていない方も対象です。

　請求書は、役場民生課の窓口に置いてあります。

　資格要件等のお問い合せは、独立行政法人平和記念事業特別基金まで

　℡フリーダイアル：０１２０－２３４－９３３（月～金、９：１５～１７：１５）
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道
で
は
、
母
子
家
庭
や
寡
婦
の

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
の
福
祉

の
増
進
を
目
的
と
し
て
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
の
就
労
の
た
め
の

資
金
取
得
に
係
る
経
費
や
、
お
子

さ
ん
の
高
校
、
大
学
へ
の
修
学
費

用
な
ど
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
北
海
道
渡
島
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健

推
進
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

《
主
な
貸
付
金
の
種
類
》

　

就
学
支
度
資
金
、
修
学
資
金
、

技
能
習
得
資
金
、
就
職
支
度
資

金
な
ど

◇
お
問
い
合
せ
先

　

北
海
道
渡
島
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健
推

進
課
子
ど
も
未
来
係

　

℡
０
１
３
８－

４
７－

９
５
４
６
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道
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
の
就
労
に
よ
る
自
立
、
就
業
支

援
を
目
的
と
し
て
、
次
の
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
い
ず
れ
の
事
業
も
ご
利

用
の
前
に
必
ず
相
談
が
必
要
で
す

の
で
、
北
海
道
渡
島
保
健
福
祉
事

務
所
保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健

推
進
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

道
が
指
定
す
る
職
業
能
力
開
発

の
た
め
の
講
座
を
受
講
す
る
場
合
、

講
座
修
了
後
に
受
講
に
要
し
た
経

費
の　

％
（
４
、
０
０
１
円
以
上

２０

で　

万
円
以
下
）
を
支
給
し
ま
す
。

１０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

　

道
が
定
め
た
資
格
を
取
得
す
る

た
め
、
２
年
以
上
養
成
機
関
等
で

修
業
す
る
場
合
、
修
業
期
間
の
最

後
の
３
分
の
１
の
期
間
（　

ヶ
月

１２

を
上
限
）
に
つ
い
て
、
生
活
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
生
活
費

（
月
額　

万
３
千
円
）
を
支
給
し

１０

ま
す
。

◇
お
問
い
合
せ
先

　

北
海
道
渡
島
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
部
子
ど
も
・
保
健
推

進
課
子
ど
も
未
来
係

　

℡
０
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平成１９年１２月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８１２世帯（－４）
　男　　２，３２３ 人 （－５）
　女　　２，４４５ 人 （－４）
　計　　４，７６８ 人 （－９）

●６５歳以上の人口 １，１７４人
　高齢化率　　　　２４．６％
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川　

西　

貞　

子
さ
ん

松　

本　

ノ
リ
子
さ
ん

工　

藤　
　
　

薫
さ
ん

新　

山　

ヨ
シ
ヱ
さ
ん ��

�
八
八
歳

六
六
歳

七
六
歳

八
七
歳 �

�鹿
部

宮
浜

本
別

本
別
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篤 
く
ん

あ
つ
し
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司 �
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


